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【はじめに]

当院において集中治療室で人工呼吸器

からウィーニングできず病棟へ移動と

なった場合、病棟での人工呼吸器管理

は長期化することが多かった。そこで、

病棟でのウィーニングを安全かつ積極

的に行うためにウィーニングプランの

シートを作成しスタッフへその方法や

プランの進め方を教育しウィーニング

を実施したので報告する。

【対象}

平成 13年4月""'-'16年 3月までの問、

集中治療室より病棟へ転床となった人

工呼吸器装着患者 33例中の主治医よ

りウィーニングの指示がでた 20人を

対象とした。

[方法]

ウィーニングプランシートを活用し、

呼吸療法認定士を中心に病棟看護師全

員でウィーニングプランに添ったケア

をおこなった。ウィーニングは主に

ON-OFF法を用いた。

【結果】

ウィーニングFを行った 20人中 9人人

工呼吸器より離脱できた。

プランシートを使用して判断ミスに

よる呼吸状態の悪化や事故は起きてい

ない

【考察]

① ウィーニングプランシートを作成

したことで統ーした方法でウィーニ

ングを進めることができた。

② 個々の患者別にウィーニングの一

時中止の指標を決めたことがトラブ

ル回避につながった。

③ ウィーニングの方法やプランの進

め方について看護スタ ッフの不安が

軽減でき安全かつ積極的に行えるよ

うになった。

【まとめ]

プランシート に添った統ーした方法

によるウィーニングを行うことで一

般病棟でも安全かっ積極的にウィー

ニングを進めることができた。

225-


